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サポーター会議議事録 

２０１８年２月２１日（水） 

（昼の部）１４時～１５時 

（夜の部）１８時～１９時 

【昼の部】１５人 【夜の部】 １３人 

 

⑴資料に沿って数値・活動報告 

⑵議題 

報告 お知らせ 

 ◆シリーズ「千歳を知ろう！」３月のカタリスト、浜頭孝一さん。 

アマチュアカメラマンとして千歳市の変遷や風景を５０年以上前からフィルムに収

めてきた。コンクール等での多数の入選歴があるほか、千歳市内の各種コンクール

の審査委員会を務めるなど、千歳市の写真にたくさんの功績を残す。創立５２年の

歴史を持つアマチュア写真愛好会千歳写真集団前会長。情報誌「ちゃんと１月１日

号」にも掲載。３月１日～末日広場で写真展を行います。 

◆３月４日北ガスホールで「ちとせ、ひと・まち・学びトピア２０１７」でシリー

ズ「千歳を知ろう！」の活動報告展示を行います。 

◆２月２６日リノベーションまちづくりをテーマに清水氏をお招きして、まちライ

ブラリーでイベントを行います。 

◆４月２日から、ミミ先生によみきかせをお願いしています。大人もほっこりでき

るよみきかせで、毎週月曜日１０：３０～１５：００ぐらいを考えています。 

◆４月から「市民文化情報ひろば」（ＮＰＯ法人千歳ひと・魅力まちづくりネットワ

ーク）にサポーターの石橋光子さんが「まちライブラリー日記」（コラム）をスター

トします。 

◆２月２４日「Fate、Fate grand order」という歴史伝記ゲームのイベントを行い

ます。 

◆２月２４日「ちがうかも!?きみの思っている他の国」第２弾で台湾出身のティン

ティンと一緒に、台湾旅行を想像して計画するイベント行います。 

◆３月３１日サポーター＆北陽高校の学生と一緒に「ちーたん祭 in春休み」を行い

ます。 

報告 武蔵野女子短期大学の学生と行った、おはなし会・お雛様設置について 

 ・ゆうまい絵本文庫に絵本とお雛様の寄贈がありました。まちライブラリーにはお

雛様がないので、こちらに置きたいと提案しました。 

・学生とランチ交流会を行いながら組立作業を行いました。日頃はできない学生と

の情報交換や絵本のおはなしは、とても刺激になりました。３月３日には、撤収作

業を行いたいと思います。桃の木にお花をつけてもらうイベントも始めます。 
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報告 サポーター会議の案内に力をいれています。 

 ・まちライブラリーは、若い人が多い。話し合いにも若い人が１人でも入ると刺激

になる。 

・サポーター会議が何をしているのかまだまだ分かりにくい。 

・千歳タウンプラザに来ない人にまちライブラリーを知ってもらうためにはどうし

たらいいか考えていきたい。 

質問 イベント主催者はどう集めているの？ 

 ・「やってみませんか？」と簡単な案内は行っている。 

・千歳は、イベントができる場所を探している人が多いみたいです。 

→主催・企画・発表したい人が多いのは、意外でした。 

・発表できる場所だとみなさんに知っていただきたい。 

質問 イベントチラシについて 

 ・従来のチラシは文字ばかりなので、視覚的に情報が伝わるように写真を入れ、遊

び、学び、関わり合いのできる場所としてＰＲしていきたいと思う。チラシのレイ

アウトでアドバイスがあれば教えてください。 

→実際やったイベントの写真があることで、どんなイベントがあるか読みたくなる。 

→どこで、配っているの？配布箇所を広げた方がいい。 

→あそ部、まな部、関わる部の“関わる部”を“結ぶ”「むす部」にしてみては？ 

→検索ワードを入れる。“まちライブラリーで検索してください”の一言。 

議題 元生鮮食品街スペースの活用について 

 ・若い人だけが中心ではなく、年配の方も利用する。ピザよりも食べやすいものが

必要とされるし、市民の集いの場所とするなら地域食堂などは行わないのか？ 

・ハンドメイド、雑貨、アクセサリー、文房具は利用があると思う。 

・野菜、ドラックストア、スーパーなどの日常利用ができる場所にする。 

・コインランドリー。 

・観光客向けの物産品が気軽に手に入るコーナー。 

・食事ができるお店は、タウンプラザの周辺にできるとよい。 

・エリアをタウンプラザの内と外で分ける。すみわけを行う。 

・３階のコミセンにも調理場がないので、加熱できる設備があるといい。 

・イベントブースみたいなものがあるといい。 

・千歳タウンプラザ全体としての広報が必要。 

議題 ランドマークとしてタウンプラザを活用する。 

 ・レンタルサイクリングを行う。 

道の駅や青葉公園、支笏湖などへ行くにも車がない人や観光客は気軽には移動でき

ないので、自転車をレンタルできると動きやすい。サイクルロードもある。駅のレ

ンタサイクルも知らない人が多い。 
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・ひと・まちネットワークでは、街巡りバスや文学散歩なども行っている。千歳の

案内箇所の資料は沢山あるので活用したい。 

・千歳の道案内、観光案内を行うインフォメーションがあると、飛行機で帰る日の

１時間、２時間を千歳で楽しく過ごす人が増える。 

・千歳は市民が思っているほど、魅力がない街ではない。しかし、観光客へのアピ

ールが上手くできていない。タウンプラザに行けばお土産も買える、情報が手に入

るとＰＲする。 

・この場所に来れば、新しい情報が手に入る新鮮さがあれば人は集まる。人が集ま

ればテナントに入りたい人もでてくる。本気でやっているというのをアピールすれ

ば、きっかけは簡単だと思う。立地条件や天候は関係なくなってくると思う。 

現状 今月のイベント報告と参加感想。 

感想 ・苫小牧のハンドメイドイベントを成功させている方を招いての交流会をした。 

千歳、恵庭、長沼のハンドメイドをされている方が多く集まり、話しが尽きなかっ

た。今後も２回、３回と行っていきたい。 

・ガラクタ市は、新聞取材もあり、衣服を出す方が少なくなり、雑貨やタオルがよ

く売れていた。次回は５月の第３土曜日を予定。 

・ちとせカーニバルミニ、わたあめ、ドイツゲーム、フォトスタンド実施。ピッピ

の利用者中心にわたあめが人気。６月は全面借りて開催したい。男性が楽しみもの

が少ないので、飲食物を販売したい。 

報告 まち寺子屋企画（学生向けイベント）を実施している。 

 今月は、英語翻訳家や社会科教員によるイベント開催した。参加する学生もいるが

まだまだ少数で認知されていない。 

→知らなかった。 

→学校、イオン、駅など学生が集まる場所で告知が必要。 

◆３月４日、１７日に大学生と高校生の座談会を実施予定。 

質問 タウンプラザにあったらいいことは？ 

 ・駐車料金の無料時間が３時間から４時間になると、ピッピで遊んだあとも、ゆっ

くりできる。イベントの出店者も利用しやすい。 

・幼稚園の児童の絵を飾ると、両親や祖父母も来館する。 

・以前にも話しが出たが、札幌の地下歩行空間のようなワゴンがあれば、イベント

しやすいと思う。 

・ハンドメイド品を売りたい人は、平日の午前中、土日など、人によってさまざま

だが、出る場所がないだけでたくさんいる。 

・千歳では、ハンドメイドイベントといえば“千歳モール”になっているが、タウ

ンプラザでも機会を増やしていければ、人がくるのかなと思う。 

・気軽に発表できる場も増やしていきたい。 
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質問 学生利用について 

 Ｑなぜまちライブラリーを利用するのか？ 

・家は誘惑が多く、学校は静かすぎて強に集中しにくい。ここは静かすぎず、友達

に質問もできて勉強しやすい。 

Ｑここにいる学生は同じ学校？ 

・千歳高校生が多いが、他の学校の学生もいる。 

・冬は雪で行動範囲が限られてくるが、迎えの待ち合わせをしている高校生もいる。

学生にとって待ち合わせしやすい場所なのかもしれない。 

Ｑまち寺子屋の企画についてどう思うか？ 

声をかけてくれるので話しやすいが、試験前はたまに迷惑な時もある。 

Ｑ学生にとって親世代の人が多い場（サポーター会議など）に参加することに抵抗

はあるか？ 

・自分は年上の人と話すのが好きなので大丈夫だが、話しにくい人もいるかも。 

Ｑ高校生だけの会議や、高校生・大学生の会議があれば参加してみたい？ 

・高校生よりは年上と話してみたい。 

・学生が親や先生以外の大人と話す機会はあまりないので、こういうところで気楽

に話ができる場を経験すると子どもは伸びる。 

・年齢関係なく、興味があって集まって楽しむ場があればいい。 

・楽しい雰囲気で、身内感が強くなければ参加しやすい。 

Ｑ今日参加しようと思った動機は？ 

サポーター会議が、千歳タウンプラザをどうしようか考えていく会だと聞いて、ど

の状況でなにを目指しているのか知りたかったから参加しました。 

貴重なご意見ありがとうございました。 


